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見られ，若い人にもテーマが響いたように感じまし

た．また，2次審査で全員が模型を使ってプレゼン

テーションしたことも印象的でした．提案が理解しや

すく，ディスカッションも豊かになりましたね．

布施谷　　前回のテーマはゲスト審査員の山極壽

一さんとのマッチングも最適でした．応募いただい

た皆さんも人間の暮らしを改めて考えることができ

たと思います．私も，模型を通して提案を貫くコン

セプトが伝わってきてよかったと思います．

隈　　模型で審査のリアリティが増しましたね．今

回から2次審査では模型を持参してもらうことにしま

しょうか．

集合住宅と環境への意識

──現代は新型コロナウイルスやロシアの軍事侵

攻，環境問題など混迷をきわめていますよね．で

は今回は，どのようなことをテーマとして考えるべ

きでしょうか．

布施谷　　産業革命が起き人びとが石炭を使用し

始め，化石燃料を使用するようになってから，地球

上で温室効果ガスは増加し続けています．その影

響で，地球温暖化し異常気象，自然災害などが起

こっています．このような地球の危機的状況を受

け，2020年に政府は「2050年カーボンニュートラ

ル宣言」を表明しました．この流れを受けて集合住

宅もZEHマンションを目指しています．われわれ長

第16回を迎える「長谷工 住まいのデザイン コンペ

ティション」は，長谷工コーポレーション創業70周

年を記念して，2007年にスタートしました．これま

で建築を志す多くの学生に集合住宅にまつわる課

題に取り組んでもらい，前回の第15回「狩猟採集

の集合住宅」では，コロナ禍において，一人ひとり

にとって住宅に必要なものが変化する中で，暮らし

の歴史を遡ってプリミティブなライフスタイルを提

案してもらいました（応募数182点，登録数393件）．16

回目となる今回は，宮田裕章さんにゲスト審査委員

として参加していただきます．開催に先立ち今回の

課題や，今，集合住宅をどう考えるかなどを審査委

員の方がたに話し合っていただきました． （編）

生活の根本を探る

──まず，前回のコンペはいかがでしたか．

隈　　「狩猟採集」というテーマは建築のコンペでは

珍しい視点で面白く，抽象的ではなく人の生活を単

刀直入に捉える問いでよかったですね．

藤本　　一見どうしたらよいか分からない投げかけ

に対して，細かい点まで詰めて深く思考した明確な

リアクションがありました．このコンペのよいところ

はリアリティとビジョンを共存させている所ですが，

アイデアコンペとして突き抜けた提案もほしかった

ですね．

乾　　昨年は育児に関する提案など新たな切り口も

谷工グループも，脱炭素に向けた取り組みとして

2022年度以降に当社グループが主体となって開発

着手するマンションをZEH-M Orientedを満たすと

発表しました．積層する集合住宅では1戸あたりの

屋根面積が小さく，太陽光発電による創エネだけ

ではネットゼロを実現できないため，新たなアイデ

アがほしいところです．

藤本　　世界的にも環境への意識は変化していま

す．たとえば，フランスでは，製造時にCO2を大

量に出すコンクリートでは建築をつくりにくくなって

います．環境への取り組みを示す姿勢が見られ，

木造が求められることが多くなった．ここ3年くら

いで急激に意識が変わってきました．この流れに若

い人ほど適応していると思います．若者が持つ環

境意識にクリエイティビティが加わると面白い．今

までこのコンペで環境をテーマにしていなかったか

らこそ，満を持して環境に振るのはどうでしょう．

乾　　集合していることをメリットにする提案があ

ると面白そうですね．集合して住むことで効率化さ

れ，エネルギー消費量が減りそうなのに，高層化

で太陽光パネルの1戸あたりの面積が減るなど逆

のことも起きているんですね．しかし集合すること

で，環境的な合理性が生まれる可能性は探ってみ

たい．ファッション業界においても，リサイクル素

材の使用で流行が生まれるなど，エコロジーはもっ

とも熱いテーマです．特にファッションコンシャス

な人ほど環境を考えているなど，若い世代にこの

タイミングで環境を投げかけると，ビビットな面白

い提案が生まれそうですね．

隈　　ファッション業界では，環境に配慮しない素

材は使用できなくなるなど，今までのようなつくり

方ができなくなりつつあります．建築界でも近い

将来，マンションでどんな素材を使っているのか，

その素材はどのようにしてつくられたものなのかな

ど明示しなくてはならなくなるでしょうね．

布施谷　　現場で見ていると，環境が加速的に重

要視されはじめていて，価値感の変わり目を感じま

す．建設に関するCO2排出量の算出が求められ始

めています．

藤本　　エネルギーや材料も，実は循環するもの

として考えると新しい可能性が考えられるように思

います．それだけではなく人と人の関係も，淀み

なく，さまざまな段階で循環していないとどこかに

しわ寄せが生じてうまく回りません．その時に，も

のがどこから来てどこへいくのかが重要なんです．

── 環境を捉え直す集合のアイデア
第16回 長谷工 住まいのデザイン コンペティションへ向けて

循環する集合住宅

隈研吾×乾久美子×藤本壮介×布施谷成司

第15回「狩猟採集の集合住宅」最優秀賞作品
「暮らしの結び目をほどく環境帯」　小宮田麻理（近畿大学）
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との調和が必要となり

ます．私自身はそれを

Better Co-Beingと呼

んでいますが，循環と

繋がりを踏まえた住ま

いのデザインが大切に

なっていくと思います．

こうした変化の時代に

おいて，集合住宅も変

わらなくてはいけない．ともに暮らしていくことがど

ういうことなのかを考えていくべきなのです．

応募する方はCo-Beingや循環において何が大事な

のかを考えてみてください．そしてデザインしたコ

ミュニティに集う人たちが何を大事にしているのか

を想像し，その上でどういうコミュニティを，未来を

つくっていくのか．みなさんの問いが未来に向けて

解き放たれることを私も楽しみにしています．

（2022年7月1日，国際文化会館にて　文責：本誌編集部）

「循環する集合住宅」は今の世界が抱える課題と向き

合う上で，重要なテーマだと考えています．現在，デ

ジタル技術の発展を軸とした社会変革の中で，文明

の転換を迎えています．そうした変化をもたらす，デ

ジタルの本質は繋がりです．人と人，人と社会の繋が

りの中で，どうコミュニティを，社会建築を，そして未

来をデザインしていくのか．持続可能な未来を展望し

た時にも，これからは経済合理性やカーボンニュー

トラルだけではなく，ウェルビーイングや人権，平和

など多様な価値を捉えていく必要があるでしょう．

現在の集合住宅は，産業革命以降に特に急速に進行

した都市化の象徴としての側面が大きなものとなっ

ています．経済を回すために効率よく労働力を集約

し，効率的な暮らしを実現する．しかしデジタル革命

の中で経済合理性のための暮らしではなく，そこで

生きるひとりひとりの豊かさを実現することが大切に

なります．また未来との繋がりの中で，住宅はひとり

の豊かさだけではなく，多様なコミュニティや豊かさ

だから新しいアイデアで，「循環」を提案してほしい

ですね．集合住宅という人が集まっている場所だか

らこそ，周辺との関係を「循環」で捉え直していくと，

環境とうまく繋がっていきそうです．

隈　　環境に関するコンペは他にいくつもあります

が，低層住宅が有利なので，集合住宅のテーマ設

定はあまり見られませんね．あえて，集合住宅で

考えてもらうと面白いかもしれません．

布施谷　　環境は若者にとって自分たちの将来に

関わることです．地球のために，自分のためにや

らなくてはいけないという思いが根底にあるのだろ

うと思います．だからこそ環境について若者の世

代に問うてみたいですね．

新しい家族のあり方や繋がり

布施谷　　新型コロナ禍で在宅勤務が増え，家族

と一緒の時間が長くなり，リモート会議の場所や子

どもを見ながら仕事ができる場所がほしいという声

が増えました．家族に対する意識がここ数年で急

激に高まっている．家族の繋がりが改めて問われ

ているように感じます．

隈　　つい先日，僕の事務所のウクライナ東部出

身のスタッフが，ロシアの侵攻から逃げてきた両親

と別のスタッフのスロベキアの家で会うことができ

た．たまたま日本でいっしょに働いている関係が命

に関わることもあるんです．

乾　　国同士は争っていても民間人同士は変わら

ず仲よくしていますよね．この侵攻で多国籍な繋が

りの大事さも改めて実感させられました．

隈　　そうですね．家族や人の繋がりはメタバー

スの出現でリアルとヴァーチャルの関係もまたぐよ

うになってきました．住むのはひとりでもメタバー

ス上に家や家族，仕事がある人も出てくるかもしれ

ません．オフィスもメタバース上に移行する未来も

あり得ますよね.

乾　　確かに，家族にはLGBTも含めていろいろ

なあり方がありますし，繋がり方も多様化していま

す．しかし，どういう類の繋がりであれ，各々が自

立することを大切にした時代から，繋がりの中で生

きていくことが重要視される時代に完全にシフトし

たのは確かだと思います．この考え方は今後さら

に広がるように思います．

藤本　　持ちつ持たれつというか，自分の持つ何

かを差し出すと，それにあり余る何かが返ってくる

ような関係が大事だと思います．僕の設計した

UNIQLO PARK 横浜ベイサイド店（本誌2007）では

屋上の遊び場を開放しています．そうして売り場面

積が狭くなっても，場所を差し出すことで，人が集

まり，商業施設の新たなかたちになりました．今の

社会が抱える効率一辺倒では解決できない問題解

決の糸口は，そのような循環の中にあるのかもし

れない．僕も子育て中なのですが，いろんな人と

助けたり助けられたりしながらなんとか乗り切って

います．こうした家族も含め，繋がりの中である種

の不条理な場に身を置き，自分の何か差し出して

こそ得られるものがあるはずです．これからは，自

分だけで囲い込んで流れをせき止める時代ではな

いでしょうね．

循環で集合（繋がり）をつくり替える

隈　　「循環」というキーワードで環境も人と人の

関係も繋げて考えられる気がします．「環境」や「家

族」をテーマとすると優等生すぎてお説教のように

聞こえてしまいますが，「循環」と言うと新しいアイ

デアを示してくれそうです．

布施谷　　「循環」という単語は新鮮に感じますね．

課題は「循環する集合住宅」はどうでしょうか．

乾　　そうですね．新しい価値観で，環境に応え

テーマについてゲスト審査委員の宮田裕章さんからのコメント

藤本壮介氏．隈研吾氏． 乾久美子氏． 布施谷成司氏．

てくれそうです．集合することで循環と環境を両立

できるアイデアが考えられそうですね．

隈　　ゲスト審査員も幅広い提案を多角的に捉え

て意見をいただける方がよいですね．

藤本　　そうですね．宮田裕章さんはどうですか．

宮田さんはよくBetter Co-Beingな状況，人びと

が共創することで新しい豊かさを生み出していく状

況をつくりたいと仰っています．環境や人間，不条

理なことも，常に循環することでよりよく共存し前

へ進むことができると思います．

隈　　いいですね．あとは敷地ですが普遍的な課

題のある都市で考えてもらいたいですね．

布施谷　　では，周辺には住宅やオフィや多少の

自然もある，地方都市にしましょうか．敷地面積は

1,000m2，容積率は300%，戸数は50戸に設定し

ます．

隈　　太陽光パネルや木造だけにたよらない，新

しい環境の発想と，未来のあるアイデアをたくさ

ん応募してほしいですね．

──それでは，第16回のテーマは「循環する集合

住宅」，ゲスト審査員は宮田裕章さんに決定します．

（2022年5月9日，長谷工コーポレーションにて

文責：本誌編集部）

宮田裕章氏．


